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第 220回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

１ 招集状送付年月日     令和７年 11月 13日（木） 

 

２ 開催日時         令和７年 12月 16日（火）13時 30分 

 

３ 開催場所         新潟県水産会館２階会議室 

               新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

４ 出席者 

定数 15名 

新潟海区漁業調整委員会委員（13名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、神田義信、渡邉和治、葛西澄人、富樫聰、 

内田千秋、高橋千洋、大越順一、本間勉、菊池弘之、脇坂三重城 

 新潟海区漁業調整委員会事務局 

  本間書記長、岸原書記長代理、野内書記 

 新潟県農林水産部水産課 

  渡邉係長（調整係）、井上主査（調整係）、五十嵐主任（資源対策係） 

 

 

５ 議 題 

（１）まあじ、まいわし、かたくちいわし及びうるめいわしの知事管理漁獲可能量

の当初配分について（諮問） 

（２）令和８年知事許可漁業許可方針について 

   ①令和８年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について 

（諮問） 

   ②令和８年知事許可漁業の許可の有効期間について（諮問） 

   ③令和８年知事許可漁業許可方針について（協議） 

（３）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

（４）資源管理の状況等の報告について（報告） 

（５）その他 
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６ 会議の顛末 

 

（13：30） 

事務局（岸原） 

 

 

 

土屋会長 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

   

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

本間課長 

 

 

・定刻となりましたので、ただいまより第 220回新潟海区

漁業調整委員会を開催します。 

・はじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・本日は、13名の委員が出席されておりますので、委員会

事務規程第６条の規定により、この委員会が成立するこ

とを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第 220回新潟海区漁業調整委員会を開会し

ます。 

・それでは、議事に入る前に議事録署名人を指名させて頂

いてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、渡邊廣吉委員、葛西委員にお願

いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「まあじ、まいわし、かたくちいわし及びう

るめいわしの知事管理漁獲可能量の当初配分について」

は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いしま

す。 

 

［諮問文を朗読］ 
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土屋会長 

 

 

五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

本間課長 

 

土屋会長 

 

 

 

井上主査 

 

土屋会長 

 

 

磯谷委員 

 

 

 

渡邉係長 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）についての説明がありましたが、

ご意見、ご質問はありませんでしょうか。 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えない

こととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し

支えない旨、知事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「令和８年知事許可漁業の許可方針につ

いて」は、知事から諮問事項が２つ、協議事項が１つあ

ります。まず、県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文①、②を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、議題（２）についての諮問事項と協議事項を

合わせて、説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）について説明がありましたが、ご

意見、ご質問はありませんでしょうか。 

 

・資料の 10 頁に「申請すべき期間は、１月を下らない範

囲内」とありますが、誤解のないように資料を「１ヶ月」

と記載できないでしょうか。 

 

・法令の文書になりますので、このような表記になってい

ます。このような部分は内田委員が詳しいかと思いま



4 

 

 

 

磯谷委員 

 

土屋会長 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

五十嵐主任 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

土屋会長 

 

 

葛西委員 

 

 

事務局（岸原） 

す。 

 

・分かりました。 

 

・他に意見等は無いようですので、議題（２）の諮問事項

２件と協議事項１件については原案どおりで差し支え

ないこととしてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（２）の諮問事項については、原案どおり

として差し支えない旨、知事へ答申することとし、協議

事項については案のとおりとして承認します。 

・続いて、議題（３）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量

の変更について」県から報告をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

・ただいま、報告がありましたが、ご意見、ご質問はあり

ませんでしょうか。 

 

・意見等無いようですので、議題（３）について終わりま

す。 

・続いて、議題（４）「資源管理状況等の報告について」

県から報告をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）について報告がありましたが、ご

意見、ご質問はありませんでしょうか。 

 

・未利用の理由で、「資源保護」に該当する基準は誰がど

のように決めているのでしょうか。 

 

・漁業権の行使は漁協の自治として、行使規則等を定めて
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土屋会長 

 

 

 

 

事務局（野内） 

 

事務局（岸原） 

 

 

富樫委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

富樫委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

富樫委員 

 

取り組んでもらっているところです。そのため、県や団

体等が判断をするわけではありません。ですが、状況に

応じて県の機関である水産海洋研究所が調査・助言をす

ることがあります。 

・合理的な理由なく利用していない漁業権魚種がある地域

については、自家消費することなく積極的に出荷・販売

するなど適切に利用していただくよう、口頭または文書

で指導していきます。 

 

・他に意見等はないようですので、議題（４）について終

わります。 

・続いて、議題（５）「その他」ですが、事務局から何か

ありますか。 

 

[当日配布資料に基づき、海区スケジュールを説明] 

 

[当日配布資料に基づき、くろまぐろの遊漁に係る届出

制について説明] 

 

・漁業者も届出をすれば誰でも遊漁に出かけられるのでし

ょうか。 

 

・今回お伝えした内容は遊漁者を対象にしたものです。く

ろまぐろの承認漁業とはまた別のものですが、制度上は

届出をすれば漁業者でも遊漁をすることができます。 

 

・漁業を営んでいない遊びとしての釣りが認められるなら

ば、その漁獲枠はどうなるのでしょうか。 

 

・遊漁者の枠が設定されています。毎月５トンほどの枠で

はありますが、最盛期には３日ほどで枠が埋まり、すぐ

に採捕禁止となることもあります。 

 

・遊漁者に枠が与えられると統制がとりづらくなり、組合

員に対してどう説明すれば良いか分かりません。漁業者
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事務局（岸原） 

 

 

 

渡邉係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脇坂委員 

 

 

渡邉係長 

 

 

 

 

脇坂委員 

 

や遊漁者で立場や考えも違っているでしょうし、漁業者

としてまぐろを捕るのか、遊漁者としてまぐろを捕るの

かが分かりづらくなると思います。 

 

・漁業者として出るのか遊漁者として出るのかが曖昧にな

りがちで管理が難しくなるというのはそのとおりだと

思います。 

 

・補足です。漁業と遊漁の混同を富樫委員はご懸念されて

いるようですが、今回の届出制はあくまでレジャーに係

るところです。漁業者に与えられていた漁獲枠に手をつ

けるわけではなく、国の留保枠の中から遊漁者用の漁獲

枠を設定しています。 

・また、この届出制は、遊漁者の数の把握が現状できてい

ないのでその把握をしたいのもあると思います。届出制

からワンステップ上がれば、やがては遊漁者にも許可制

が導入される構想もあると聞いています。 

・まぐろの遊漁は出荷が禁止されており、自家消費が原則

となっています。漁業では、来年４月の流通適正化法の

改正で番号による管理体制も整備されているところで

すので、まさに過渡期にありますが、レジャーを対象に

した団体等の声を拾って遊漁によるくろまぐろ釣りを

認めているので、そこはご理解をいただきたいと思いま

す。 

 

・一人で出航するのではなく、何人か乗せていた場合は、

誰が報告すればよいでしょうか。 

 

・漁獲枠は毎月トン数で決められているので、早い者勝ち

になります。枠を超えない範囲であれば、10 人中 10 人

が捕れた場合、10人全員が報告をする必要があるという

管理になります。 

 

・出航の前に５トン未満であれば良いという認識で良いで

しょうか。 
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渡邉係長 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

 

 

渡邊委員 

 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

神田委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

・はい。今のくろまぐろの遊漁は全国で月ごとに枠が決め

られており、一人一月一本、翌日報告のルールとなって

います。定められた枠が超過すれば、翌日から採捕停止

になります。 

 

・私も広域漁業調整委員会で議論をいくつか聞いて、捕ら

せなければよいというのが漁業者の主な意見であるこ

とは感じておりました。ですが、遊漁産業もある程度考

慮しなければならないことも感じております。基本的に

は毎日国が漁獲量を集計して、一定数になれば採捕停止

になります。ですが、知らなかったから捕ったというわ

けにはいかないでしょう。 

・特に遊漁船業者の方は注意して枠の動向を見てもらいた

いと思います。漁業者については、承認者が TAC枠の範

囲であれば問題ないので、その点の管理をしっかりとし

てもらいたいと思います。 

 

・補足ですが、お客さんを乗せていく場合は前日までにお

客さんにも届出をしてもらう必要があります。もし当日

になって届出をしていなければ、その日はそのお客さん

を案内できなくなるということになります。 

 

・３月までの届出が締切りとはどういうことなのでしょう

か。お客さんは前日まで、船主さんは３月までに行えば

よいのでしょうか。 

 

・その認識で構いません。QRコードを読み取っていただけ

れば１月から可能になると思います。 

 

・お客さんは３月より後の届出でも問題ないということで

しょうか。 

 

・船主さんは３月までですが、お客さんはその認識で問題

ありません。 
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神田委員 

 

 

 

渡邉係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富樫委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

本間課長 

 

 

 

 

 

 

 

・うちの組合では、インターネットを見る人が多いので、

３日ほどで採捕停止になっているということを知って

いる人も多いです。 

 

・年度末に向けて、年間で枠を超過しないように水産庁は

調整をはかっているところではあります。皆様がご懸念

されている取締りの方については、水産庁が本腰を入れ

ておりまして、本県の中でも何件か咎められたりもして

おります。 

・ですが、委員会指示違反で検挙された段階では直ちに罰

則を受けるものではありません。法令を順守するよう促

す裏付け命令が出された後で検挙されると処罰される

規定になっております。先日、水産庁より裏付け命令が

発出されたとの通知もあり、各県でそういった事例があ

った報告を受けております。ですので、取締りの方も海

上保安庁の協力のもと強化され、制度が上手く成り立つ

ようにできたら良いと考えております。 

 

・調整の方も大変でしょうけれど、地元の漁業者に説明を

するのは手間がかかります。遊漁船の場合はお客さんが

釣ったものもトン数にカウントするでしょうし、お客さ

んがいない場合も個人でどんどん出かけていくと思い

ます。遊漁者に対してこれまで何年にもわたって枠が多

くないと説明してきたところが、今回の件でまた説明の

し直しになってしまう気がします。県から直接の説明を

していただくことを望みます。 

 

・制度は複雑化しているかもしれませんが、漁業者の枠は

変わりません。変わったのは遊漁者への規制強化という

点です。今までは遊漁者がどれだけいて、どれだけ釣っ

たかを知る術がなかったという事情もありますので、届

出を行うことで遊漁者の数を把握するための仕組みで

あることをご理解いただければと思います。 

・遊漁船業者の方については遊漁のあり方が厳しくなるの
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葛西委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

 

菊地委員 

 

 

事務局（岸原） 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

で、情報収集に努めていただきたいです。また、漁業者

には関係がないということのご理解をいただくととも

に、現在、各漁協の事務方に説明をしているところです。 

 

・届出をしていない客が釣った場合、遊漁船業者も客も罰

せられることになるのでしょうか。 

 

・はい。遊漁船業者はお客さんにその旨説明する義務があ

ります。そのため、どちらも処罰される恐れがあります。 

 

・これはどこに対して届出をすることになっているのでし

ょうか。 

 

・水産庁に対して届出をすることになります。 

 

・他に無いようでしたら、本日予定しておりました議題に

ついて審議を終了しましたので、これにて第 220回新潟

海区漁業調整委員会は、終了とさせて頂きます。 

 

終了:14:45  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


